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 論文では、本論を進める中に試論という短い筆者の思惟・思索などが入れ子のように挿入されている。筆
者はあえて自由な思考の試みを本論文でも行なっている。思考が一つのものに収歛して行くのではなく、拡
散・拡張して行く動きが積極的にもたらされるように組み立てている。整合性のある筋道に回収されない、
日常に発見される気付きや想いが語られるが、これらは筆者が日常の中でも意識を拡張して見出してきてい
るものの一つなのだと理解できる。同時に挿入される「コラージュ」がある、日課として作られたこれらの
ものは、紙片の色や形の対比を見て取り、その取り合わせを考えて作られていると云う。それらは、別のリ
ズムや別の構造で視覚的に提示されたが、しかし、何かしら“同じもの”を眺めることができる。これらの
思惟や断片的なコラージュを論考の中に入れ込むと云うことは、制作者ならではの試みであり、審査委員の
中でも重要視している事柄である。感覚的なことや流動的なこと、感性的なものを如何に記述するかという
ことに自身の方法を活かして挑んでいることを評価しているのである。 
 博士審査展での作品も“つぼのようなもの”が作られている、「みることについて」と題され、観察の実験
が展示期間中も行われていた。木屑を集めて接着剤で固めて作られた“つぼのようなもの”は、中に鑑賞者
が入って中からも覗くことができるほどの大きさがある。ワイヤーで吊り下げられて辛うじて“つぼのよう
な”かたちを保持しているが日々変化して緩く垂れ下がり続ける。制作者の柴田自身もそこにいて観察を
し、そこに関わる行為を続けている。そして鑑賞者にも観察され観察する同じ機会が与えられている。その
ような構造の場を作リ、実験をし続ける姿勢を高く評価している。また、作品はその実験の中でも柔らかく
美的な印象を持っていると云う指摘・評価があった。柴田の経験の積み重ねによる姿勢や、これまでの修練
の中で培われたものの反映でもあると考えられる。柴田みづきの論文と作品を博士学位に相応しい優れたも
のと評価し合格とする。 
